
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２６年のＮＨＫ大河ドラマの主人公は豊臣秀吉の弟秀長です。 
その実像を、信用できる史料と地理的視点で、城・城下町を中心にご紹介しようという
試みです。 
天正１４年(１５８６年)４月、大坂城を訪ねた豊後の太守大友宗麟に対して秀長は、
「内々のことは千利休に、政治的なことは自身に頼ってくれ」といっております(意訳)。
それほど秀吉に信頼された公儀の中心人物です。 
見落とされた豊臣公儀の側面を学びにきてください。 
 

認定 NPO法人 大阪府北部コミュニティカレッジ 

講師：中村 武生 氏 
京都女子大学・大谷大学非常勤講師 
NPO法人京都歴史地理同考会理事長 
 

会  場：高槻市 高槻センター街ビル  

期  間：2024年 10月 10日から 

2025年 3月 13日（木曜日） （全 7回）  

講義時間：10時～11時 40分（途中休憩 10分） 

受 講 料：12,600円 

定  員：40名 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2024年度公開文化講座“史料と空間からみた『豊臣秀吉・秀長兄弟』”受講申込書 

ふ り が な 
□男・□女 年齢 (   ) 

名前 

 

生年月日 

 

住所 〒 

 

電話  携帯 

 

ONCC記入欄 

受付日  

受付番号  

 

アクセス  

（ホームページからのお申し込み：“豊臣秀吉・秀長兄弟”を選んでお申し込みください） 

 

電話番号は緊急時、連絡用として使用しますので必ずお書きください。 

 

 中村 武生 氏 プロフィール 
幕末政治史、都市史(惣構論)、史蹟論を専攻 

１９６７年（昭和４２）１０月、島根県大田市に生まれ、大阪府北河内地域(門真市、守口市、枚方市)に

育つ。京都市内山科地域に在住。 

１９９３年(平成５)３月、佛教大学大学院文学研究科修士課程日本史学専攻を修了。 

単著に、 

『御土居堀ものがたり』（京都新聞出版センター、２００５年） 

『中村武生の京都検定日めくりドリル５００問』（京都新聞出版センター、２００８年） 

『京都の江戸時代をあるく－秀吉の城から龍馬の寺田屋伝説まで』(文理閣、２００８年) 

『中村武生とあるく洛中洛外』（京都新聞出版センター、２０１０年） 

『池田屋事件の研究』（講談社現代新書、２０１１年） 

『龍馬、新発見―没後１５０年によせて』(私家版、２０２２年) 

 

日 程  ・  講座テーマ 
 

回数 月 日 講座テーマ 

1 10 10 歴史への登場 ― 史料の少ない信長政権期 

2 10 24 信長滅亡   ― 本能寺の変・山崎合戦 

3 11 14 政権掌握へ  ― 山崎城・二条城・大阪城 

4  12 12 関白就任   ― 聚楽城研究と復元 

5 1 9 秀長と徳川家康の京屋敷はどこにあったのか 

6 2 13 大和郡山城と城下町の位置づけ 

7 3 13 秀長の死と後継問題 

 
切り取り線 

QRコード 

ONCC 申 込 お問い合わせ：講座担当 前田：090-3273-3840 

  受付開始：2024 年 6 月 20 日  締め切り:2024 年 9 月 30 日 
（定員になり次第締め切ります） 

認定ＮＰＯ法人 大阪府北部コミュニティカレッジ事務局 宛 
560-0021 豊中市本町１丁目３－１９ 長尾第１ビル 2F 

（郵送又は事務所へご持参願います）【電話】06-6151-4461 

ホームページからも、お申し込みいただけます。（URL：http://oncc.jp） 
 ※ （ONCC）で検索できます。 

http://oncc.jp/

